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図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
「
詩
」
出
典
表
示
の
片
仮
名
和
訓
に
つ
い
て 

 

申 
 

雄 

哲 
 

 
 
 

  

一
、
は
じ
め
に 

 

『
類
聚
名
義
抄
』
の
文
献
的
な
価
値
は
広
い
が
、
特
に
古
代
の
日
本
語
語
彙

を
集
め
た
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
の
全
貌
を
伝
え
る
観
智
院
本
は
日
本
文

学
の
諸
作
品
の
注
解
に
お
い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
和
訓
の
利
用
に
は
そ
の
質
に
つ
い
て
の
注
意
が
要
さ
れ
る
。
『
類
聚
名
義

抄
』
の
和
訓
の
質
に
つ
い
て
の
検
討
の
必
要
性
は
中
村
宗
彦(

一
九
八
七)

が
指

摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。(

注
一) 

図
書
寮
本
は
『
類
聚
名
義
抄
』
の
古
態
を
伝
え
、
和
訓
に
は
出
典
注
記
が
忠

実
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
和
訓
の
質
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
書
物
の
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
も
の
か
ま
で
遡
ら
せ
る
土

台
で
あ
る
。 

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』(

以
下
「
図
書
寮
本
」
と
略
す)

に
は
千
五
百
を

越
え
る
片
仮
名
和
訓
が
漢
籍
の
訓
点
本
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
は

法
相
宗
の
学
侶
に
よ
る
撰
述
と
推
定
さ
れ
、
注
文
の
出
典
は
概
ね
仏
教
関
連
の

典
籍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
主
に
漢
籍
か
ら
行
わ
れ
た
片
仮
名
和
訓
の
引

用
は
異
例
的
な
も
の
で
あ
る
。 

図
書
寮
本
の
片
仮
名
和
訓
に
は
そ
の
す
ぐ
下
に
右
寄
せ
の
小
字
で
出
典
が
表

示
さ
れ
て
い
る
。
出
典
表
示
の
中
で
「
詩
」
は
『
毛
詩
』
の
訓
点
本
か
ら
の
引

用
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
は
儒
家
の
主
要
経
典
の
一

つ
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
典
籍
で
あ
り
、
図
書
寮
本
に
は
一
七
〇
例
の
片
仮
名

和
訓
が
こ
の
書
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
「
詩
」
出
典
表
示
が
付
い

て
い
る
片
仮
名
和
訓(

以
下
「
「
詩
」
表
示
和
訓
」
と
略
す)

を
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
片
仮
名
和
訓
の
性
格
お
よ
び
収
録
意

義
に
つ
い
て
考
え
る
。 

図
書
寮
本
に
お
け
る
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
引
用
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

な
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
、
築
島
裕(

一
九
五
九)

は
本
書
の
和
訓
と
、
現
存

す
る
個
別
訓
点
本
と
の
照
合
を
行
っ
て
高
い
一
致
度
を
確
認
し
、
平
安
時
代
に

お
け
る
漢
籍
訓
点
資
料
の
不
足
を
補
う
材
料
と
し
て
図
書
寮
本
所
収
の
和
訓
の

価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
毛
詩
の
訓
点
本
か
ら
と
さ
れ
る
和
訓
に
つ
い
て

は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
清
原
宣
賢
点
本
と
の
比
較
表
を
示
し
て
、
毛
詩
か
ら

の
和
訓
採
録
が
本
文
は
も
ち
ろ
ん
注
か
ら
も
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。 

山
本
秀
人(

二
〇
〇
六)

は
「
詩
」
表
示
和
訓
の
全
面
的
な
検
討
を
行
い
、
現

存
す
る
訓
点
本
の
傍
訓
と
一
致
し
な
い
例
に
対
し
て
は
異
体
字
や
訓
点
相
違
な

ど
の
可
能
性
か
ら
綿
密
に
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
出
典
注
記
が
付
さ
れ
て
い

な
い
和
訓
に
対
し
て
は
、
そ
の
前
の
和
訓
の
出
典
注
記
が
及
ぶ
可
能
性
に
つ
い

て
追
及
し
て
い
る
。
一
方
、
毛
詩
訓
点
本
の
全
て
の
和
訓
を
収
録
す
る
方
針
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
特
に
図
書
寮
本
へ
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
訓
点



 

 

 

本
の
和
訓
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
珍
し
い
意
味
用
法
に
基
づ
く
特
異
な
付
訓
か
、

そ
も
そ
も
漢
字
自
体
が
珍
し
い
か
の
理
由
で
必
要
度
が
低
い
と
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
、
図
書
寮
本
の
和
訓
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
。 

本
稿
は
以
上
の
先
行
研
究
の
業
績
を
踏
ま
え
て
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
引
用
さ

れ
た
和
訓
に
つ
い
て
そ
の
原
典
内
の
情
報
に
ま
で
遡
っ
て
付
訓
の
背
景
を
検
討

し
、
さ
ら
に
被
注
字
と
和
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
追
及
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

図
書
寮
本
収
載
の
和
訓
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
。 

  

二
、
研
究
対
象 

 

本
研
究
の
対
象
と
な
る
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
片
仮
名
和
訓
は
「
そ
の
出
典
が

毛
詩
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
」
に
限
る
。
し
か
し
、
本
辞
書
に

お
け
る
片
仮
名
和
訓
の
出
典
表
示
の
構
造
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が

残
さ
れ
て
い
る
。
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
引
用
が
確
実
あ
る
い
は
そ
う
と
推
定
さ

れ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

ア
、
「
詩
」
出
典
表
示
が
付
い
て
い
る
和
訓(

一
七
〇
例)

 

直
接
「
詩
」
の
出
典
表
示
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
毛
詩
か
ら
の
引
用
で

あ
る
こ
と
が
明
確
な
用
例
で
あ
る
。 

 

イ
、
隣
接
和
訓
の
「
詩
」
出
典
表
示
が
及
ぶ
と
さ
れ
る
和
訓(

二
九
例)

 

山
本(

二
〇
〇
六)

に
お
い
て
「
疑
似
出
典
無
表
示
」
と
い
う
名
称
で
取

り
扱
わ
れ
た
用
例
。
直
接
出
典
注
記
が
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
出
典
無
表
示
の
例
の
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
が
、
実
は
そ
の
前
の
方
の

和
訓
に
付
さ
れ
て
い
る
「
詩
」
出
典
注
記
の
出
典
表
示
が
及
ぶ
も
の
と

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
ａ
詩 

ｂ 

ｃ
礼

」(

ａ
・
ｂ
・
ｃ
は
和
訓
、

詩
・
礼
は
出
典
注
記)

に
お
け
る
ｂ
の
よ
う
な
例
を
指
す
。 

 

ま
ず
ア
の
一
七
〇
例
は
出
典
が
明
示
さ
れ
た
例
と
し
て
対
象
用
例
に
す
る
の

に
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
イ
の
場
合
は
ど
の
隣
接
和
訓
の
出
典
表
示
が
及
ん

で
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
異
論(

注
二)

と
不
確
実
な
部
分
が
残
り
、
一
概
に
対
象

用
例
と
す
る
の
は
難
し
い
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
排
除
の
た
め

出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
ア
の
一
七
〇
例
だ
け
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
す
る
。 

こ
の
一
七
〇
例
の
中
に
は
漢
字
二
字
に
対
す
る
付
訓
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
分
割
不
能
な
「
悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム)

」
以
外
の

七
例
は
次
の
よ
う
に
単
字
に
分
割
し
て
検
討
対
象
と
し
、
都
合
一
七
七
例
と
な

る
。(

注
三) 

 

湍
迅(

ト
ク
ト
シ
／0

1
5
-
5
1
)
 

→
湍(

ト
ク
／0

1
5
-
5
1
)

、
迅(

ト
シ
／0

1
5
-
5
1
)
 

少
壯(

ワ
カ
ク
サ
カ
リ
ナ
リ
／2

3
5
-
1
4
)
 

→
少(

ワ
カ
ク
／2

3
5
-
1
4
)

、
壯(

サ
カ
リ
ナ
リ
／2

3
5
-
1
4
)
 

衷
恕(

オ
モ
ハ
カ
リ
オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
5
1
)
 

 

→
衷(

オ
モ
ハ
カ
リ
／2

4
2
-
5
1
)

、
恕(

オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
5
1
)
 

詳
愚(

イ
ツ
ハ
リ
オ
ロ
カ
シ
テ
／2

4
7
-
7
1
)
 

 
→
詳(

イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
7
1
)

、
愚(

オ
ロ
カ
シ
テ
／2

4
7
-
7
1
)
 

悼
慄(
イ
タ
ミ
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
)
 

 

→
悼(
イ
タ
ミ
／2

5
8
-
7
3
)

、
慄(

ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
)
 



 

 

 

強
綛(

コ
ハ
ク
ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
)
 

 
→
強(

コ
ハ
ク
／2

9
9
-
5
2
)

、
綛(

ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
)
 

強
綛(
コ
ハ
ク
ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
)
 

 

→
強(
コ
ハ
ク
／3

2
1
-
7
3
)

、
綛(

ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
)
 

悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム
／2

7
0
-
7
3
)
 

 

し
か
し
、
一
七
七
例
の
中
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
重
複
例
が
存
す
る
。
以
下

で
は
「
同
字
―
同
訓
」
で
あ
る
Ａ
・
Ｂ
の
一
〇
例
の
重
複
を
引
い
た
一
六
七
例

を
基
本
用
例
数
に
し
て
考
察
す
る
。 

 

Ａ
、
別
項
―
同
字
―
同
訓(

九
例)

 

・
渕(

フ
カ
シ
／0

1
7
-
5
1
)

―
渕(

フ
カ
シ
／0

2
8
-
3
4
)
 

・
訓
詁(

訓
／
ヲ
シ
フ
／0

7
6
-
6
2
)

―
訓
訓(

訓
／
ヲ
シ
フ
／0

7
7
-
1
2
)
 

・
恕
已(

恕
／
オ
モ
ハ
カ
ル
／2

4
2
-
4
1
)

―
衷
恕(
恕
／
オ
モ
ハ
カ
ル
／

2
4
2
-
5
1
)
 

・
懼(

オ
ヂ
テ
／2

4
5
-
4
4
)

―
恐
懼(

懼
／
オ
ツ
／2

6
3
-
1
2
)
 

・
慶
慰(

慰
／
ヤ
ス
ム
ス
／2
4
6
-
2
1
)

―
慰
問(

慰
／
ヤ
ス
ム
ス
／2

6
0
-
7
3
)
 

・
愒(

イ
コ
フ
／2

4
6
-
7
1
)

―
愒(

イ
コ
フ
／2

5
7
-
2
3
)
 

・
惄(

オ
モ
フ
コ
ト
／2

5
9
-
7
1
)

―
惄(

オ
モ
フ
／2

7
5
-
1
1
)
 

・
強
綛(

強
／
コ
ハ
ク
／2

9
9
-
5
2
)

―
強
綛(

強
／
コ
ハ
ク
／3

2
1
-
7
3
)
 

・
強
綛(

綛
／
ネ
キ
／2

9
9
-
5
2
)

―
強
綛(

綛
／
ネ
キ
／3

2
1
-
7
3
)
 

 

Ｂ
、
同
項
―
同
字
―
同
訓(

一
例)

 

・
懈
怠(

懈
／
オ
コ
タ
ル
―
オ
コ
タ
ル
／2

4
3
-
4
1
)
 

 

Ｃ
、
別
項
―
同
字
―
異
訓(

四
例)

 

・
安
詳(

詳
／
ア
キ
ラ
カ
／0

8
9
-
7
3
)

―
詳
愚(

詳
／
イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
7
1
)
 

・
悚
慄(

慄
／
オ
ソ
ル
／2

4
5
-
2
3
)

―
悼
慄(

慄
／
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
)
 

・
懐(

ヤ
ス
シ
／2

4
4
-
6
2
)

―
懐(

オ
モ
フ
／2

7
3
-
1
1
)
 

・
純
淑(

純
／
ア
ツ
ク
／2

9
3
-
3
4
)

―
純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
)
 

 

Ｄ
、
同
項
―
同
字
―
異
訓(

三
例)

 

・
詒(

オ
ク
ラ
ヌ
カ
―
オ
ク
レ
リ
／0

9
7
-
4
1
)
 

・
經
緯(

經
／
ツ
ネ
ニ
シ
テ
―
ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
)
 

・
哀(

オ
モ
ハ
カ
ル
―
カ
ナ
シ
／3

4
0
-
1
3
)
 

 

Ｅ
、
同
項
―
別
字(

一
例)

 

・
染
汙(

染
／
ソ
ム
／0

1
4
-
1
4
)

―
染
汙(

汙
／
ア
ラ
フ
／0

1
4
-
1
4
)
 

  

三
、
毛
詩
訓
点
本
と
の
比
較
検
討 

 

比
較
資
料
と
な
る
毛
詩
の
訓
点
本
と
し
て
は
、
全
巻
揃
っ
て
現
存
し
て
お
り
、

覆
製
本
の
公
刊
に
よ
っ
て
利
用
が
便
利
な
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
毛
詩
鄭
箋
』(

以

下
「
静
嘉
堂
文
庫
本
」
と
略
す)

を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本

は
清
原
宣
賢
に
よ
る
訓
点
本
で
あ
り
、
明
経
博
士
清
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
資
料
的
な
価
値
が
高
い
。
こ
の
点
本
が
書
写
さ
れ
た
年
代
は
一
六
世

紀
初
頭
で
あ
る
が
、
承
安
四
年(

一
一
七
九)

の
祖
点
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と

が
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
判
る
。
平
安
中
期
以
来
の
漢
籍
の
訓
点
伝
承
に
お
け
る

保
守
性
を
考
え
れ
ば
、
院
政
期
の
毛
詩
訓
点
本
の
有
り
様
を
窺
う
資
料
と
し
て



 

 

 

は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。(

注
四) 

図
書
寮
本
の
和
訓
と
の
比
較
検
討
は
次
の
よ
う
な
原
則
に
沿
っ
て
進
め
た
。

検
討
の
手
順
と
分
類
方
法
は
呉
美
寧(

二
〇
〇
〇)

の
も
の(

注
五)

を
参
照
し
た
。 

 

○
図
書
寮
本
の
「
詩
」
表
示
和
訓
に
対
し
て
、
そ
の
被
注
字
が
静
嘉
堂

文
庫
本
に
存
在
す
る
か
否
か
を
検
討
し
、
被
注
字
が
存
在
す
る
場
合
は

そ
の
傍
訓
と
図
書
寮
本
の
和
訓
と
が
一
致
す
る
か
を
確
認
し
た
。 

○
被
注
字
の
傍
訓
と
し
て
は
、
左
訓
お
よ
び
異
訓
な
ど
も
含
め
た
。
原

則
と
し
て
全
訓
が
仮
名
あ
る
い
は
ヲ
コ
ト
点
で
記
さ
れ
、
そ
れ
が
図
書

寮
本
の
和
訓
と
一
致
す
る
も
の
を
一
致
例
と
し
た
。 

○
語
幹
を
同
じ
く
す
る
自
動
詞
と
他
動
詞(

例
：
う
ご
く
―
う
ご
か
す)

は
一

致
と
判
定
し
た
。
活
用
形
の
相
違
だ
け
の
場
合
、
助
詞
と
助
動
詞
お
よ

び
形
式
名
詞
の
添
加
さ
れ
て
い
る
例(

例
：
く
は
だ
つ
―
く
は
だ
て
ば)

も

一
致
例
と
し
て
認
め
る
。
音
韻
変
化
に
よ
る
語
形
の
変
化(

例
：
く
む
が

―
く
が)

や
仮
名
遣
い
の
違
い(

例
：
お、
と
ろ
へ
―
を、
と
ろ
へ)

は
無
視
し
た
。 

 

上
記
の
過
程
に
よ
る
照
合
の
結
果
を
分
類
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

⑴ 

被
注
字
・
和
訓
と
も
に
一
致･

･
･
･
･
･
･

一
三
五
例(

八
〇
・
八
％)

 

⑵ 

和
訓
は
一
致
せ
ず･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六
例(

 

九
・
六
％)

 

⑶ 

被
注
字
が
見
え
ず･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六
例(

 

九
・
六
％)

 

 

概
し
て
い
え
ば
、
用
例
の
約
八
割
は
単
純
一
致
す
る
が
、
残
り
の
約
二
割
の

例
は
少
な
く
と
も
現
存
訓
点
本
と
は
単
純
に
は
一
致
し
な
い
と
い
う
結
果
で
あ

る
。
単
純
に
一
致
し
な
い
三
二
例
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
次

に
上
記
の
三
つ
の
分
類
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
の
詳
細
を
示
す
。 

 

１
、
被
注
字
・
和
訓
と
も
に
一
致･

･
･
･
･
･

一
三
五
例 

こ
こ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
用
例
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
お
い
て
被
注
字
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
傍
訓
も
当
該
「
詩
」
注
記
和
訓
と
一
致
す
る
と
判
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
の
は
一
三
五
例(

注
六)

で
、
訓
点
本
の
本

文
内
の
分
布
を
本
行
と
割
注
に
分
け
て
み
る
と
、
本
行
に
一
〇
一
例
、
割
注
に

三
四
例
で
あ
る
。 

本
稿
の
調
査
で
用
い
た
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩
鄭
箋
』
の
体
裁
を
見
る
と
、

詩
篇
の
本
文(

経
文)

と
詩
全
般
の
理
論(

大
序)

お
よ
び
各
詩
篇
の
大
要(

小
序)

を
大
字
の
「
本
行
」
に
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
毛
公
と
鄭
玄
の
注
釈(

毛
伝
・

鄭
箋)

を
小
字
双
行
の
割
注
に
し
て
合
わ
せ
た
体
裁
の
書
物
で
あ
る
。
本
行
は

儒
家
の
経
典
で
あ
る
毛
詩
の
中
枢
を
な
す
部
分
で
あ
り
、
割
注
は
そ
の
注
釈
と

し
て
付
随
的
な
位
置
付
け
の
要
素
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
訓
点
本

内
の
内
容
的
な
重
み
と
和
訓
の
採
録
と
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
の
た
め
、
本

行
と
割
注
と
に
分
け
て
詳
細
を
検
討
す
る
。 

 

ア
、
本
行･

･
･

一
〇
一
例 

一
致
例
の
七
割
以
上
が
本
行
に
付
さ
れ
た
傍
訓
で
あ
る
の
は
、
毛
詩
に
お
け

る
中
枢
的
な
部
分
と
い
う
典
籍
内
の
位
相
が
意
識
さ
れ
た
結
果
と
し
て
解
さ
れ

る
。
文
献
内
に
お
け
る
文
字
量
は
割
注
の
ほ
う
が
約
二
倍
の
量
で
あ
る
こ
と(

注

七)

を
考
え
る
と
本
行
重
視
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
毛
詩
訓
点
本
の
本
行
か
ら

引
か
れ
た
和
訓
の
実
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。(

注
八) 

 

ａ
、
潨(
ミ
ヅ
ア
ヒ
／0

4
9
-
2
2
)
 

鳧-

鷖
、
在
レ

音
読
符
に

ミ
ツ
ア
ヒ

潨

(
1
7
:
1
7
2
)
 

《
伝
》
潨
水
會
、
、
也 



 

 

 

 
ｂ
、
隮
躋(

隮
／
ノ
ボ
ル
／2

0
1
-
6
3
)
 

朝

隮
ノ
ホ
ル

二

于
西 に
一(

0
3
:
1
2
4
)
 

《
伝
》
隮
升、 

 

ｃ
、
域(

タ
モ
ツ
／2

2
8
-
6
4
)
 

カ
ミ
と
し
て
傳

カ
ミ
ト
ス
箋

正

タ
モ
タ
シ
ム
傳

 

ヰ
キ
ニ
箋 

 

域

二

彼 の

四-
 

ヲ
傳

 

ニ
箋

方

(
2
0
:
2
6
1
)
 

《
伝
》
域
有、
也 

 

ｄ
、
歩(

オ
コ
ナ
フ
／1

3
3
-
5
3
)
 

天
、

步
ヲ
コ
ナ
フ

二

艱-

難 を
一(

1
5
:
2
1
0
)
 

《
伝
》
步
行、 

 

ま
ず
ａ
と
ｂ
は
使
用
頻
度
が
低
い
字
と
し
て
字
義
の
理
解
が
難
し
い
例
、
ｃ

と
ｄ
は
平
易
な
字
の
常
用
的
で
は
な
い
字
義
を
取
っ
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
経
文
の
ま
ま
で
は
正
し
い
理
解
が
難
し
か
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
注
釈
に
基
づ
く
字
義
の
理
解
が
付
訓
に
影
響
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
行
か
ら
の
用
例
を
眺
め
る
と
総
じ
て
使
用
頻
度
の
低

い
漢
字
、
常
用
さ
れ
る
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

イ
、
割
注･

･
･

三
四
例 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
割
注
は
本
行
に
対
す
る
訓
詁
敷
衍
の
注
釈
で
あ
っ
て
、

毛
詩
と
い
う
典
籍
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
本
行
よ
り
は
低
い
。
し
か
し
、
本

行
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
経
典
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
典
拠
と
し
て
そ

れ
な
り
の
権
威
は
認
め
ら
れ
る
要
素
と
言
え
る
。
ま
ず
全
例
の
二
割
が
割
注
か

ら
採
録
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
図
書
寮
本
の
和
訓
引
用
に
お
い
て
割
注
が
特

に
排
除
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
毛
伝
か
ら
一
五
例
、
鄭
箋

か
ら
一
九
例
引
用
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
注
釈
の
間
の
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。 

訓
詁
は
難
解
な
経
文
の
字
句
の
意
味
を
突
き
止
め
て
よ
り
平
易
な
表
現
に
書

き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
割
注
は
注
釈
と
し
て
概
ね
平
易
な
字

の
一
般
的
な
用
法
の
も
の
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
検
討
で
は

次
の
よ
う
に
平
易
と
は
言
い
難
い
例
が
少
な
く
な
い
。 

 

ａ
、
决
擇(

决
／
サ
ク
リ
テ
／0

6
5
-
3
4
)

―
伝 

水

決
サ
ク
リ
て

復 マ

、
入

 

ル
を

爲 す

レ

汜

 

と

。(
0
1
:
3
8
3
)
 

 

ｂ
、
講(

カ
マ
フ
／0

9
2
-
5
4
)

―
伝 

左

 

に

旋

 

と
は
カ
マ
フ
ル
そ

カ
ウ
ス
ル
ソ

講
レ 

兵

 

を 
(
0
4
:
2
3
1
)
 

 

ｃ
、
足(

フ
モ
ト
／1

0
2
-
1
1
)

―
箋 

下 は

謂
二

山 の

足
一

フ
モ
ト
を 

(
0
1
:
3
4
7
)
 

 

ｄ
、
薰
陸(

陸
／
ク
ム
ガ(

注
九)

／2
0
5
-
6
2
)

―
箋 

ヲ

 

シ猶
下

鵻

 

ノ

之
生 ヲ

ヒ
二

於

陸
ク
カ
に

一

自-

然 ナ
ル
か

上

也(
0
4
:
0
6
8
)
 

 

上
掲
の
ａ
～
ｄ
の
例
は
い
ず
れ
も
字
と
し
て
は
平
易
な
ほ
う
で
あ
る
が
、
和

訓
は
非
常
用
的
な
も
の
で
あ
る
。
割
注
か
ら
の
和
訓
に
こ
の
よ
う
な
例
が
少
な

か
ら
ず
あ
る
原
因
と
し
て
は
、
訓
点
本
に
お
け
る
付
訓
の
意
義
と
い
う
側
面
が

考
え
ら
れ
る
。
あ
ま
り
に
も
平
易
な
意
味
用
法
で
常
用
訓
で
十
分
読
め
る
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
、
和
訓
を
示
す
意
義
が
低
い
た
め
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

(

注
一
〇)

実
際
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
も
訓
読
符
だ
け
付
さ
れ
て
具
体
的
な
和
訓
は

示
さ
れ
て
い
な
い
例
が
存
す
る
。
つ
ま
り
、
割
注
は
相
対
的
に
平
易
な
字
句
が



 

 

 

多
い
が
、
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
限
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
結

果
的
に
図
書
寮
本
に
引
か
れ
た
和
訓
の
性
格
と
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

２
、
和
訓
は
一
致
せ
ず･

･
･
･
･
･

一
六
例 

こ
れ
ら
の
一
六
例
は
、
被
注
字
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
存
す
る
が
、
そ
の
傍
訓

は
一
致
し
な
い
用
例
で
あ
る
。
一
致
し
な
い
事
情
と
し
て
は
、
ま
ず
図
書
寮
本

の
和
訓
と
は
違
う
和
訓(
異
訓)

が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
が
五
例
、
そ
し
て
訓
点

本
の
ほ
う
が
音
読
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
九
例
、
最
後
に
ど
う
読
ん
だ
の
か

示
さ
れ
て
い
な
い
例
が
二
例
で
あ
る
。 

山
本(

二
〇
〇
六)

で
は
図
書
寮
本
撰
者
の
所
持
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩

鄭
箋
』
と
の
間
に
本
文
と
訓
点
の
相
違
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
訓
法
の
相
違
に
着
目
し
て
、
和
訓
が
一
致
し
な
い
例
に

対
す
る
再
検
討
を
行
い
、
そ
の
推
定
さ
れ
る
一
致
箇
所
を
探
し
て
み
た
。
そ
の

結
果
、
本
行
か
ら
一
〇
例
、
割
注
か
ら
六
例
に
対
し
て
和
訓
の
採
録
位
置
を
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
し
く
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

 

ア
、
異
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所(

五
例)

 

次
の
六
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
和
訓
は
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
図
書
寮

本
の
和
訓
と
が
一
致
し
な
い
例
で
あ
る
。
ａ
～
ｃ
は
両
者
が
意
味
的
に
近
い
関

係
に
あ
る
も
の
で
、
ｄ
は
注
釈
理
解
の
相
違
が
和
訓
の
相
違
に
繋
が
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
図
書
寮
本
撰
者
の
所
持
本
に
お
い
て
は
図
書
寮
本

所
収
の
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
て
も
無
理
が
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。 

た
だ
し
、
ｅ
の
場
合
は
図
書
寮
本
所
収
の
和
訓
の
意
味
が
不
詳
で
、
静
嘉
堂

文
庫
本
に
お
け
る
推
定
さ
れ
る
箇
所
の
傍
訓
と
の
照
合
に
よ
っ
て
図
書
寮
本
の

ほ
う
が
誤
写
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ち
な
み
に
観
智
院
本
に
は
「
ヤ
メ
ヲ(

仮
名

索
引
で
は
ラ
の
誤
写
と
す
る)

レ
タ
リ
」
と
い
う
和
訓
が
収
録
さ
れ
、
提
示
し
た
毛
詩

訓
点
本
の
傍
訓
と
一
致
す
る
。
こ
れ
を
原
撰
本
か
ら
観
智
院
本
へ
継
承
さ
れ
た

和
訓
と
す
れ
ば
、
観
智
院
本
の
基
と
な
っ
た
原
撰
本
と
図
書
寮
本
と
の
本
文
の

相
違
を
示
唆
す
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。 

 

ａ
、
洗
濯(

濯
／
ス
ヽ
ク
／0

1
6
-
7
2
)

―
本
行 

可
二

以

濯
ア
ラ
フ

一レ

罍
モ
タ
ヒ
を(

1
7
:
2
7
6
)
 

《
伝
》
濯
滌、
也 

○
す
す
ぐ
：
①
水
を
か
け
て
汚
れ
を
流
す
。
水
で
清
め
る
。
水
で
き
れ

い
に
洗
う
。 

○
あ
ら
う
：
①
水
な
ど
で
よ
ご
れ
を
落
と
す
。
す
す
ぎ
清
め
る
。
着
物

な
ど
を
洗
濯
す
る
。
米
な
ど
を
研
ぐ
。 

(

語
義
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ)

 

 

ｂ
、
著
洿(

洿
／
シ
ボ
ル
／0

4
4
-
6
1
)

―
割
注 

蠅
ハ
エ
の

之
爲
レ

た
る
こ
と

蟲
訓
読
符

、

汙
ケ
カ
シ
て

レ

白

 

を

使

 

む
レ

黑

 

カ
ラ

。

汙
ケ
カ
シ
て

レ

黑

 

を

使

 

む
レ

白
シ
ロ
カ
ラ(

1
4
:
2
1
8
)
 

○
し
お
る
：
②
濡
れ
て
塩
け
を
帯
び
る
。
ま
た
、
濡
れ
て
汚
れ
る
。
濡

れ
て
弱
る
。 

○
け
が
す
：
①
き
た
な
く
す
る
。
よ
ご
す
。
醜
く
す
る
。 

 

ｃ
、
悼
慄(

慄
／
ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
)

―
割
注 

皆
爲

 

に

之
、

悼
イ
タ
ミ_

慄
ヲ
ソ
ル(

0
6
:
2
8
6
)
 

○
お
の
の
く
：
恐
れ
て
ふ
る
え
る
。
わ
な
な
く
。
戦
慄
す
る
。 

○
お
そ
れ
る
：
恐
怖
を
感
ず
る
。
身
に
危
険
を
感
じ
た
り
し
て
び
く
び

く
す
る
。
心
が
ひ
る
む
。 

 

  



 

 

 

ｄ
、
況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
2
3
)

―
本
行 

每
イ
ヘ
ト
モ

レ

有

 

と
二

良-

朋
一

況
マ
ス
〳
〵

也
、
永

 

ク

歎

 

ク(
0
9
:
0
7
8
)
 

《
伝
》
況
茲、 

《
箋
》
茲(

コ
ヽ
ニ)

對
之
長
歎
而
已 

 

 ｅ
、
出(

出
／
ヤ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
／1

4
5
-
2
2
)

―
割
注 

生
ウ 

て
二

襄-

公
 

を
一

而

出

ヤ
メ
ラ
レ
た
り(

0
3
:
3
4
0
)
 

《
観
》
出 

[
…
ヤ
メ
ヲ
レ
タ
リ
…]

 

 

イ
、
音
読
し
て
い
る
箇
所(

九
例)

 

次
の
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
お
い
て
は
音
読
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味

と
し
て
は
図
書
寮
本
の
和
訓
が
指
す
も
の
と
通
じ
る
と
判
断
さ
れ
る
用
例
で
あ

る
。 ま

ず
ａ
～
ｅ
は
注
釈 

(

率
、
善
言
、
歌
、
度
、
包)

に
基
づ
い
た
付
訓
が
予

想
可
能
な
箇
所
で
あ
る
。
ｆ
の
場
合
は
二
次
注
釈
で
あ
る
『
毛
詩
正
義
』
の
内

容
を
参
考
す
る
と
「
裼
」
は
「
皮
衣
の
上
に
錦
衣
を
重
ね
て
着
る
」
と
い
う
意

味
で
理
解
さ
れ
、
図
書
寮
本
の
和
訓
「
カ
サ
ヌ
」
は
こ
れ
に
拠
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ｇ
の
場
合
、
経
文
の
「
肅
」
に
当
て
ら
れ
た
和
訓
「
シ
ヽ
ム
ル
」
は

毛
伝
の
「
縮
」
を
典
拠
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
收
縮、
萬
物
」
に
お
い

て
は
「
縮
」
の
訓
読
み
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ｈ
と
ｉ
は
文
脈
的
な
理
解
と
し
て

「
髪
を
洗
う
」
「
慈
し
み
」
と
い
う
意
味
と
し
て
受
け
取
ら
れ
、
そ
れ
に
相
応

す
る
傍
訓
と
し
て
図
書
寮
本
の
和
訓
が
付
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
例

で
あ
る
。 

ａ
、
淪
没(

淪
／
ヒ
キ
ヰ
ル
／0

2
0
-
5
4
)

―
本
行 

若

 

く
レ

此
カ
ク
の

、

無

 

キ
を

レ

罪
、
淪 リ

ン-

胥 シ
ヨ
し
て

以

 

て

鋪
ア
マ
ネ
ク
す(

1
2
:
1
9
9
)
 

《
伝
》
淪
率、
也 

《
色
》
率
ヒ
キ
ヰ
ル

…
師
羨
遵
洽
已
上
同(

下
ヒ
辞
字)

 

 

ｂ
、
話
言(

話
／
ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-
1
3
)

―
本
行 

其
維
哲-

 

ハ人
、
告
二

 

ル
と
き
は

之

話
ク
ワ
イ-

言
一

、

順
シ
タ
カ
て

德

 

を

之
行

 

フ(
1
8
:
1
1
8
)
 
 

《
伝
》
話
言
古
之
善
言
、
、
也 

 

ｃ
、
歌
謡(

謡
／
ウ
タ
フ
／0

9
2
-
2
4
)

―
本
行 

我

 

れ

歌
カ
し
て

且
、

謠
ヨ
ウ
す(

0
5
:
2
0
7
)
 

《
伝
》
徒
歌、
曰
謡 

 

ｄ
、
經
緯(

經
／
ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
)

―
本
行 

經
二

-

始

 

す

靈
臺 を

一

。
經

 

し

之
、
營

 

す

之
。(

1
6
:
3
3
4
)
 

《
伝
》
經
度、
之
也 

 

ｅ
、
純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
)

―
本
行 

白-

茅

 

ヲ
モ
て

純 ト
ン-

束

 

セ
ヌ
カ(

0
1
:
4
0
3
)
 

《
伝
》
純
束
猶
包、
之
也 

《
箋
》
皆
可
以
白
茅
裹(

ツ
ヽ
ミ)_

束(

ツ
カ
ネ
て)

以
爲 

 ｆ
、
裼(

カ
サ
ヌ
／3

3
3
-
6
3
)

―
割
注 

諸-

侯

 

は

狐-

裘
、
錦-

衣
、
以

 

て

裼
セ
キ
す

之(
0
6
:
2
7
0
)
 

《
疏
》
白
狐
皮
爲
裘
、
其
上
加
錦
衣
以
爲
裼 

 

ｇ
、
褰
縮(

縮
／
シ
ヾ
ム
／3

0
5
-
5
4
)

―
割
注 

九-

月

 

に

肅
シ
ヽ
ム
ル

霜

 

あ
り

…[

肅
シ
ク
は

縮 シ
ク

也
。
霜
、

降

 

リ
て

而
收 シ

ウ
二

-

縮

 

す

萬-

物

 

を
一]

(
0
8
:
0
7
7
)
 
 

○
し
じ
め
る
：
ち
ぢ
め
て
小
さ
く
す
る
。
ち
ぢ
め
る
。 

 

ｈ
、
沐
浴(

沐
／
ユ
ス
ル
ア
ム
／0

1
7
-
1
3
)

―
本
行 

薄
コ
ヽ
に

言 ワ
レ

歸

 

ラ
ン
と
き
に

沐 ホ
ク
セ
ン(

1
5
:
1
4
8
)
 

○
ゆ
す
る
あ
む
：
頭
髪
を
洗
う
。 

 



 

 

 

ｉ
、
慈
悲(

慈
／
ウ
ツ
ク
シ
ビ
／2

3
6
-
6
3
)

―
割
注 

慈-

和

 

あ
り
て

徧-

服

 

す
る
を

曰
レ

順

 

と

。(
1
6
:
2
8
2
)
 

 ウ
、
読
み
方
未
詳
の
箇
所(

二
例)

 

次
の
二
例
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
読
み
方
の
具
体
的
な
語
形
が
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
判
断
が
難
し
い
用
例
で
あ
る
。 

ａ
の
例
は
、
訓
読
符
だ
け
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
常
用
訓

に
よ
る
読
み
を
想
定
し
た
加
点
と
解
さ
れ
る
。
他
の
訓
点
本
に
お
い
て
は
具
体

的
な
読
み
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
文
脈

で
は
「
オ
ト
」
よ
り
は
「
コ
ヱ
」
が
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。 

ｂ
の
場
合
は
注
釈
の
内
容
を
参
照
す
る
と
「
淢
は
、
四
方
十
里
の
周
り
を
囲

む
溝
」
と
理
解
さ
れ
、
「
ミ
ゾ
」
と
い
う
和
訓
が
当
て
ら
れ
て
も
問
題
は
な
い

箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ａ
、
音(

コ
ヱ
／1

2
6
-
1
1
)

―
本
行 

燕-

燕
于 ユ

キ_

飛
。
下
二

-

上

 

し

其
音
一

訓
読
符
を(

0
2
:
0
6
1
)
 

《
箋
》
戴
嬀
將
歸
言
語
感
激
聲
有
小
大 

 ｂ
、
淢(

ミ
ゾ
／0

3
5
-
1
4
)

―
本
行 

築
ツ
イ
て

レ

城
音
合
符
を

伊

 

れ 

に
す

 

ア
リ

淢

(
1
6
:
3
8
9
)
 

《
伝
》
淢
成
溝
也 

 

《
箋
》
方
十
里
曰
成
、
淢
其
溝
也 

 ３
、
被
注
字
が
見
え
ず･

･
･
･
･
･

一
六
例 

こ
こ
に
分
類
さ
れ
た
一
六
例
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
文
か
ら
被
注
字
が
見
当

た
ら
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
本
文
相
違
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
指
摘
は
す
で
に

先
行
研
究
で
行
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
異
文
あ
る
い
は
異
体
字
を
検
討

す
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
『
経
典
釈
文
』
の
「
毛
詩
音
義
」
を
参
照
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
と
大
仏
寺
蔵
『
毛
詩
二
南
残
巻
』
な
ど
の
他
の
毛
詩

訓
点
本
の
残
巻
を
参
照
し
て
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
に
示
す
よ
う

に
一
二
例
に
対
し
て
一
致
箇
所
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ａ
、
湔
浣(

浣
／
ア
ラ
フ
／0

4
4
-
4
4
)

―
本
行 

薄
に

ア
ラ
フ 

 

ア
ラ
ハ
ム
江

澣
二 

我

 

が

衣

 

を
一

《
伝
》
澣
謂
濯
之
耳 

(
0
1
:
0
8
9
)
 

《
釈
》
澣
又
作
浣 

 

 

ｂ
、
謫
罸(

謫
／
セ
ム
／0

8
6
-
6
1
)

―
本
行 

室-

人
コ
モ
〳
〵 

カ
ハ
ル
〳
〵

交

偏
ア
マ
ネ
ク

、
讁 セ

ム
二

我

 

を
一(

0
2
:
3
3
0
)
 

《
伝
》
讁
責
也 

 

ｃ
、
詒(

詒
／
オ
ク
ラ
ヌ
カ
／0

9
7
-
4
1
)

―
本
行 

ヲ
ク
レ
リ
傳 

ヲ
ク
ラ
ヌ
カ
箋

貽
二

 

我
佩-

玖
一(

0
4
:
1
4
6
)

《
伝
》
言
能
遺
我
美
寶 

《
箋
》
庶
其
敬
己
而
遺
己
也 

《
釈
》
詒
我 

[

音
怡]

 

 

ｄ
、
詒(

詒
／
オ
ク
レ
リ
／0

9
7
-
4
1
)

―
本
行 

同
右 

 

ｅ
、
謲(

カ
ツ
テ
／0

9
7
-
4
3
)

―
本
行 

胡 な
そ

憯
カ
ツ
て

莫

 

キ
レ

ヤ
ム
ル
こ
と

コ
ル
ヽ 

 

懲

(
1
2
:
1
5
5
)
 

《
箋
》
憯
曾 

《
釈
》
亦
作
惨 

 
ｆ
、
訝(

ム
カ
フ
／1

0
0
-
6
3
)

―
本
行 

之
 

の 
ノ子シ

于
ユ
キ
て_

歸

ト
ツ
ク
と
き
に

百 ハ
ク-

兩

 

あ
り
て

御 ム
カ
フ

之(
0
1
:
2
3
0
)

《
伝
》
御
迎
也 



 

 

 

《
大
》
之
子
于
歸
百
兩
訝
之 

[

訝
迎
也]

 
 

《
釈
》
御
之 

[

御
…
本
亦
作
訝
…]

 

 

ｇ
、
踕(
ツ
マ
ヅ
ク
／1

2
1
-
5
1
)

―
本
行 

ネ
カ
ハ
ク
伝

ヲ
モ
ハ
ヽ
箋

願

言 ワ
レ

、
則

ツ
マ
ツ
カ
ン
伝

ハ
ナ
ヒ
ム
箋 

嚏

(
0
2
:
1
0
2
)
 

《
伝
》
嚏
跲
也 

 

ｈ
、
峊(

ヲ
カ
／2

0
8
-
3
2
)

―
本
行 

如

 

く
レ

山
訓
読
符

、
如

 

し
レ

阜
ヲ
カ
の(

0
9
:
1
4
3
)
 

《
伝
》
大
陸
曰
阜 

 

ｉ
、
訴(

ウ
タ
フ
／0

7
5
-
5
2
)

―
割
注 

不

 

る
レ

善
ヨ
カ
ラ

乎
昊-

天

 

と
は
ウ
タ
フ
ル
そ

ソ
ス
ル
ソ 

愬

天

 

に

之
也(

1
2
:
0
2
4
)
 

《
釈
》
本
亦
作
訴 

 

ｊ
、
𨆍(

フ
ム
／1

2
1
-
5
2
)

―
割
注 

進

 

メ
ば

則

躐
フ
ム
と
は

二

其 の

胡

 

を
一(

0
8
:
2
0
5
)
 

 

ｋ
、
詳
愚(

詳
／
イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
7
1
)

―
割
注 

賢-

者
、
皆
佯_

イ
ツ
ハ
リ

愚 ヲ
ロ
カ
に
し
て

不

 

こ
と

レ

爲
ツ
ク
ラ

二

容-

貌

 

を
一(

1
8
:
0
5
8
)
 

 

ｌ
、
紻(

カ
ザ
ル
／3

0
3
-
5
4
)

―
割
注 

以
コ
レ
を 

て

英
レ

カ
サ
ル
こ
と

裘 カ
ハ
コ
ロ
モ
を(
0
1
:
3
2
7
)
 

 

最
終
的
に
一
致
箇
所
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
次
の
四
例
で
あ
る
。 

 

誡
勗(

誡
／
イ
マ
シ
メ
／0

7
7
-
3
1
)
 

陂
諟(

諟
／
コ
レ
／0

9
6
-
2
2
)
 

紕
謬(

謬
／
ア
ヤ
マ
ツ
／0

9
8
-
5
1
)
 

衷
恕(

衷
／
オ
モ
ハ
カ
リ
／2

4
2
-
5
1
)
 
 

 

以
上
の
再
検
討
の
結
果
を
反
映
し
て
、
当
初
の
計
数
を
改
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。 

 

⑴ 

被
注
字
と
和
訓
と
も
に
一
致･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六
三
例 

 
 

ア
、
本
行･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
〇
例 

 
 

イ
、
割
注･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
三
例 

⑵ 

和
訓
不
一
致･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

〇
例 

⑶ 

被
注
字
未
見･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
例 

 

 

四
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
性
質 

 

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
一
六
七
例
の
う
ち
一
六
三
例
に
対
し
て
毛
詩
訓
点

本
の
ど
の
箇
所
か
ら
引
用
さ
れ
た
か
判
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
原
典

か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
に
基
づ
い
て
毛
詩
訓
点
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓
の
性

質
に
つ
い
て
考
え
る
。 

先
述
し
た
と
お
り
毛
詩
の
経
文
は
上
古
漢
語
に
よ
る
詩
篇
で
あ
っ
て
、
そ
こ

に
は
使
用
頻
度
が
高
く
な
い
難
字
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
図
書
寮
本
に
引

か
れ
て
い
る
毛
詩
訓
点
本
の
和
訓
の
中
に
は
、
珍
し
い
字
の
も
の
、
あ
る
い
は

平
易
な
字
に
対
す
る
珍
し
い
和
訓
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
こ
と
は
先
に
言
及
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
で
は
ど
の
よ
う
な
字
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
和
訓
が

引
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
訓
点
本
利
用
の
一
特
徴
に



 

 

 

つ
い
て
追
及
す
る
。 

 

１
、
被
注
字
の
平
易
度
に
つ
い
て 

山
本(

二
〇
〇
六)

は
毛
詩
訓
点
本
か
ら
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
和
訓
に
つ
い
て
、

史
記
に
つ
い
て
の
同
様
の
検
討
の
結
果
と
対
比
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

漢
字
と
そ
の
和
訓
と
も
極
め
て
平
易
で
あ
る
た
め
に
依
拠
し
た
点
本
に
附
訓

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
の
考
え
ら
れ
る
も
の
が
若
干
認
め
ら
れ
た
一
方
、

そ
の
漢
字
が
珍
し
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
伴
い
和
訓
も
特
異
で
あ

っ
た
り
漢
字
自
体
が
珍
し
い
た
め
に
、
必
要
度
が
低
い
と
し
て
敢
え
て
採
録

さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
の
高
い
も
の
が
相
当
数
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
は
毛

詩
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、(

後
略)

 

 

す
な
わ
ち
「
珍
し
い
」
漢
字
、
「
珍
し
い
」
意
味
に
基
づ
い
た
和
訓
が
採
録

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
「
珍
し
い
」
と
い

う
表
現
は
、
使
用
頻
度
の
低
い
、
常
用
的
で
は
な
い
も
の
と
い
う
意
味
と
し
て

受
け
取
ら
れ
、
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
和
訓
に
対
し
て
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
疑
問
に
な
る
の
は
、
す
で
に
図
書
寮
本
に
収
録
さ
れ

た
ほ
う
の
「
珍
し
さ
」
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
珍
し
い
あ
る
い
は
珍
し
く
な
い
被

注
字
と
和
訓
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

漢
字
の
常
用
性
に
つ
い
て
、
池
田
証
壽(

一
九
九
三)

は
「
常
用
漢
字
表
」
と

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字(

第
一
・
二
水
準)

」
を
そ
れ
ぞ
れ
狭
義
と
広
義
の
常
用
字
と
し

て
取
り
上
げ
て
検
証
し
て
い
る(

注
一
一)

。
本
稿
で
は
最
新
の
漢
字
政
策
の
動
向

を
反
映
し
て
「
改
定
常
用
漢
字
表
」(

二
一
三
六
字
、
以
下
「
常
用
漢
字
」
と

略
す)

 
(

注
一
二)

と
「
表
外
漢
字
字
体
表
」(

一
〇
二
二
字
、
以
下
「
表
外
漢
字
」

と
略
す)

お
よ
び
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
」
を
暫
定
的
な
基
準
に
し
て
、
毛
詩

訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
の
常
用
性
を
検
討
す
る
。
重
複
を
除
い
た
一
五

九
字(

注
一
三)

の
和
訓
の
被
注
字
に
対
し
て
常
用
漢
字
お
よ
び
表
外
漢
字
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
の
各
水
準
ご
と
の
収
録
状
況(

注
一
四)

を
合
わ
せ
て
示
す
と
〈
表

一
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

〈
表
一
〉
常
用
漢
字
・
表
外
漢
字
・
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
へ
の
収
録
状
況 

【
常
用
漢
字
】 

【
表
外
漢
字
】 

【
未
収
字
】 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
第
一
水
準
】 

 
 

 

①
九
〇 

 
 

 

③ 

五 
 

 
 

 

五 

【
第
二
水
準
】 

 
 

 
 

② 

二 
 

 
 

④ 

九 
 

 
 

二
四 

【
第
三
・
四
水
準
】 

 
 

 

〇 
 

 
 

 
 

〇 
 

 
 

一
三 

【 

未
収
録 

】 
 

 
 
 

 

〇 
 

 
 

 
 

〇 
 

 
 

一
一 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【 

合
計 

】 
 

 
 
 

 

九
二 

 
 

 
 

一
四 

 
 

 

五
三 

 全
一
五
九
字
の
中
で
、
常
用
漢
字
か
表
外
漢
字
に
収
録
さ
れ
て
い
る
字(

右

表
の
①
～
④
、
以
下
「
表
収
録
字
」
と
略
し
、
こ
れ
以
外
の
字
は
「
未
収
録
字
」

と
略
す)

は
全
部
で
一
〇
六
字
で
、
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
・
二
水
準
漢
字
に

収
ま
る
。
相
対
的
に
常
用
性
の
高
い
表
収
録
字
は
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
、

残
り
の
三
分
の
一
は
表
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
常
用
性
の
低
い
字
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
様
相
は
本
行
と
割
注
と
に
分
け
て
見
て
も
大
差
は
な
い
。
表
収
録
字

と
未
収
録
字
の
詳
細
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  



 

 

 

１
、
表
収
録
字(

一
〇
六
字
／
六
六
・
七
％) 

【
本
行
】
与
凝
哀
均
城
域
堅
士
壹
審
將
崩
心
念
恒
恣
恩
息
悠
悼
恵
慄
慰

憎
懐
正
歩
歳
況
注
溺
濯
濱
王
破
童
約
純
素
絶
結
絲
經
緑
維
縫

繕
衣
衰
言
訓
試
話
詳
誘
説
調
謡
都
阜
阻
除
陰
陽
隆
音(

以
上
六

六
字
、
常
用
漢
字)

懼
洒
渕
瑕
訛
訝
謂
謔
跋(

以
上
九
字
、
表
外
漢
字) 

【
割
注
】
决
减
出
壯
密
小
少
强
愚
慈
望
染
渡
漬
澤
砕
索
編
縮
訴
講
警
足

迅
陸(

以
上
二
五
字
、
常
用
漢
字)

忽
灌
纏
謗(

以
上
四
字
、
表
外
漢
字) 

【
未
詳
】
衷(

常
用
漢
字)
謬(
表
外
漢
字) 

 

２
、
未
収
録
字(

五
三
字
／
三
三
・
三
％) 

【
本
行
】
墉
墍
惄
惟
愒
愬
慝
懠
汔
汙
沐
洵
洽
浣
涘
淢
淪
湄
滸
漚
潨
𥿞
絜

緡
縈
繋
詒
諶
謨
謫
謲
譖
跂
踕
蹈
蹶
躋
靖(

以
上
三
八
字) 

 

【
割
注
】
峻
恕
恚
懈
洿
湆
湍
紻
綛
裼
譏
跲
𨆍(
以
上
一
三
字) 

【
未
詳
】
誡
諟(

以
上
二
字) 

 

以
上
の
検
討
を
見
る
と
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
は
概
ね
常
用

的
な
も
の
が
多
い
が
、
常
用
的
と
は
言
い
難
い
字
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
判
る
。 

 

２
、
意
味
注
釈
の
存
在
に
つ
い
て 

毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字
は
常
用
的
な
字
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
る

こ
と
は
窺
わ
れ
た
が
、
和
訓
と
の
結
び
付
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
原
典
に
お
け
る
意
味
注
釈
の
存
在
を
取
り
上
げ
て
、
特
に
常
用
的
な

字
に
分
類
し
た
用
例
に
お
け
る
和
訓
と
の
結
び
付
き
の
非
常
用
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。 

図
書
寮
本
は
橋
本
進
吉
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
珍

し
い
用
字
や
特
殊
な
意
味
に
基
づ
い
た
非
常
用
的
な
和
訓
の
収
録
も
行
わ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
収
録
に
当
た
っ
て
付
訓
の
典
拠
と
し
て
和
訓
の
収

録
価
値
に
も
関
わ
る
意
味
注
釈
の
存
在
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
。 

小
助
川
貞
次(

一
九
九
八)

で
は
訓
点
資
料
の
加
点
内
容
の
典
拠
と
し
て
注
釈

の
利
用
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
注
釈
内
容
の
理
解
は
文
脈
の
理
解
と
と
も
に

相
当
に
意
を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
原
漢
文
に
対
す
る
理

解
が
加
点
の
前
提
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
理
解
の
拠
り
所
で
あ
る
意
味
注
釈
は
特

に
難
解
字
句
へ
の
付
訓
と
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
詩
の
よ
う
な
難

解
な
上
古
詩
歌
の
加
点
に
お
い
て
は
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
図
書
寮
本
の
「
詩
」
表
示
和
訓
の
中
に
は
原
典
の
意
味
注
釈
も
一

緒
に
引
い
た
箇
所
が
あ
っ
て(

注
一
五)

、
図
書
寮
本
の
和
訓
引
用
に
お
け
る
原
文

の
意
味
注
釈
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
。 

意
味
注
釈
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
ろ
う
か
。
難
解

な
字
句
の
理
解
と
い
う
存
在
意
義
を
考
え
れ
ば
、
注
釈
は
、
珍
し
い
用
字
あ
る

い
は
特
殊
な
意
味
で
使
わ
れ
た
平
易
な
字
に
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
意
味
注
釈
の
存
在
は
当
該
字
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
な
い
字
、
あ

る
い
は
非
典
型
的
な
意
味
を
取
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。 

ま
ず
は
こ
の
指
標
の
有
効
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
先
に
常
用
字
・
表
外
字

へ
の
収
録
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
た
字
の
常
用
性
と
の
対
応
を
〈
表
二
〉
に
ま
と
め

て
示
す
。
調
査
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
体
裁
上
、
本
文
か
ら
意
味
注
釈
を
求
め
ら

れ
る
本
行
の
例(

一
二
〇
例)

に
対
象
を
限
る
。 

  



 

 

 

〈
表
二
〉
意
味
注
釈
の
有
無
と
表
収
録
の
状
況 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
注
釈
○
】 

【
注
釈×

】 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
表
収
録
字
】 

Ⓐ
四
八
例 

 

Ⓑ
三
三
例 

【
未
収
録
字
】 

 

三
四
例 

 
 

 

五
例 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
合
計
】 

 
 

 
八
二
例 

 
 

三
八
例 

 

右
の
表
を
ま
ず
常
用
字
・
表
外
字
へ
の
収
録
、
つ
ま
り
漢
字
の
常
用
性
を
基

準
に
し
て
見
る
と
、
ま
ず
未
収
録
字
に
お
い
て
注
釈
を
有
す
る
例
へ
の
著
し
い

偏
り
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
相
対
的
に
常
用
性
の
高
い
表
収
録
字

の
ほ
う
で
は
拮
抗
す
る
様
相
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
常
用
性
が
低
い
ほ
う
に

お
け
る
意
味
注
釈
の
分
布
集
中
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
、
非
常
用
的
な
漢
字
と
意

味
注
釈
の
存
在
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
。 

表
収
録
字
の
例
を
さ
ら
に
注
釈
の
有
無
に
分
け
て
見
る
と
、
ま
ず
注
釈
が
あ

る
例
の
ほ
う(

Ⓐ)

は
「
説
―
ツ
ク
」
「
謂
―
ツ
ト
メ
」
な
ど
の
よ
う
に
漢
字
と

和
訓
と
の
非
常
用
的
な
対
応
と
言
え
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
注

釈
が
な
い
ほ
う(

Ⓑ)

は
「
念
―
オ
モ
ヒ
」
「
歳
―
ト
シ
」
の
よ
う
に
常
用
的
な

字
義
に
基
づ
い
た
付
訓
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
表
収
録
字
の
中
で

も
意
味
注
釈
を
伴
う
の
は
非
常
用
的
な
字
義
に
基
づ
い
た
和
訓
が
多
い
と
い
う

傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
の
常
用
性
と
、
意
味
注
釈
の
存

在
と
が
相
関
性
を
有
す
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。(

注
一
六) 

表
収
録
字
に
お
け
る
被
注
字
と
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
と
の
対
応
を
示
す

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

【
Ⓐ
】
表
収
録
字
―
注
釈
有(

四
八
例) 

洒(

ソ
ヽ
ク
／0

1
6
-
6
2
)
  

洒
灑
也(

6
:
0
3
4
)
 

濯(

ス
ヽ
ク
／0

1
6
-
7
2
)
  

濯
滌
也(

1
7
:
2
7
6
)
 

渕(

フ
カ
シ
／0

1
7
-
5
1
)
  

淵
深
也(

2
:
0
6
4
)
 

況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
2
3
)
 

況
茲
也(

9
:
0
7
8
)
 

濱(

ホ
ト
リ
／0

5
5
-
4
1
)
  

濱
厓
也(

1
:
2
7
6
)
 

將(

オ
ク
ル
／0

6
8
-
4
4
)
  

將
送
也(

1
:
2
3
4
)
 

訓(

ヲ
シ
フ
／0

7
6
-
6
2
)
  

訓
道
也(

1
9
:
0
4
9
)
 

試(

モ
チ
ヰ
ル
／0

7
7
-
4
3
)
 

試
用
也(

1
0
:
1
7
1
)
 

話(

ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-
1
3
)
 

話
言
古
之
善
言
也(

1
8
:
1
1
8
)
 

訛(

ウ
コ
ク
／0

7
8
-
4
4
)
  

訛
動
也(

1
1
:
1
9
3
)
 

説(

ツ
ク[

音
悦
服
也]

／0
7
9
-
1
4
)

説
服
也(

1
:
2
6
5
)
 

謔(

タ
ハ
ブ
レ
／0

8
2
-
7
2
)
 

戱
謔(

4
:
4
2
7
)
 

調(

ア
シ
タ
／0

8
3
-
5
4
)
  

調
朝
也(

1
:
1
9
8
)
 

詳(

ア
キ
ラ
カ
／0

8
9
-
7
3
)
 

詳
審
也(

3
:
0
2
5
)
 

謂(

ツ
ト
メ
／0

9
0
-
4
3
)
  

謂
勤
也(

1
:
3
6
0
)
 

謡(

ウ
タ
フ
／0

9
2
-
2
4
)
  

徒
歌
曰
謡(

5
:
2
0
8
)
 

誘(

ミ
チ
ヒ
カ
ヌ
カ
／0

9
4
-
6
3
)
 

誘
道
也(

1
:
4
0
0
)
 

訝(

ム
カ
フ
／1

0
0
-
6
3
)
  

御
迎
也(

1
:
2
3
0
)
 

跋(

フ
ム
／1

0
2
-
3
4
)
 

 

跋
躐(

8
:
2
0
4
)
 

童(

カ
フ
ロ[

羊
之
無
角
者
也]

／1
2
2
-
4
3
)
 

童
羊
之
無
角
者
也(

1
8
:
1
1
3
)
 

正(

ヤ
ム[

止
也]

／1
3
1
-
7
3
)
 

正
猶
止
也(

2
:
0
9
1
)
 

歩(
オ
コ
ナ
フ
／1

3
3
-
5
3
)
 

步
行(

1
5
:
2
1
0
)
 

瑕(
ア
ヤ
マ
ツ
／1

6
4
-
2
1
)
 

瑕
猶
過
也(

2
:
3
1
2
)
 

阜(

オ
ホ
イ
ナ
リ
／1

8
6
-
1
1
)
 

阜
大
也(

6
:
1
9
8
)
 



 

 

 

除(

ヒ
ラ
ク
／1

9
6
-
3
4
)
  

除
開
也(

9
:
1
3
4
)
 

陽(

ア
タ
ヽ
カ
ナ
リ
／2

0
3
-
2
2
)
 

陽
温
也(

8
:
0
1
9
)
 

阻(
ナ
ヤ
ム
／2

0
3
-
6
1
)
  

阻
難
也(

2
:
1
5
8
)
 

峊(

ヲ
カ
／2

0
8
-
3
2
)
 

 

大
陸
曰
阜(

9
:
1
4
3
)
 

城(

キ
ツ
ク
／2

1
7
-
1
4
)
  

築
城(

9
:
2
1
7
)
 

均(

ト
ヽ
ノ
ホ
ル
／2

1
9
-
5
1
)
 

均
調
也(

9
:
0
5
9
)
 

域(

タ
モ
ツ
／2

2
8
-
6
4
)
  

域
有
也(

2
0
:
2
6
1
)
 

士(

コ
ト[

事
也]

／2
3
4
-
6
1
)
 

士
事
也(

5
:
2
0
9
)
 

恵(

ウ
ツ
ク
シ
ム
／2

3
6
-
5
2
)
 

惠
愛
也(

1
7
:
3
3
8
)
 

息(

ト
ヽ
マ
ル
／2

3
7
-
1
4
)
 

息
止
也(

1
:
3
4
6
)
 

恩(

ウ
ツ
ク
シ
ム
／2

4
4
-
2
2
)
 

恩
愛(

8
:
0
9
3
)
 

懐(

ヤ
ス
シ
／2

4
4
-
6
2
)
  

懷
安
也(

2
:
1
0
5
)
 

慰(

ヤ
ス
ム
ス
／2

4
6
-
2
1
)
 

慰
安
也(

1
4
:
2
1
3
)
 

恣(

ホ
シ
マ
ヽ
／2

4
8
-
2
4
)
 

恣
謂
狡
㹟
淫
戲
不
以
礼
也(

7
:
1
5
1
)
 

恒(

ア
マ
ネ
シ
／2

5
1
-
2
2
)
 

恒
偏(
1
7
:
0
5
4
)
 

悠
哉(

オ
モ
フ
ラ
ム
／2

7
0
-
7
3
)
 

悠
思
也(

1
:
0
5
8
)
 

懐(

オ
モ
フ
／2

7
3
-
1
1
)
  

懐
思(

1
:
1
0
2
)
 

經(

ツ
ネ
ニ
シ
テ
／2

8
7
-
4
2
)
 

經
常(

1
2
:
2
6
2
)
 

經(

ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
b
)
 

經
度
之
也(

1
6
:
3
3
4
)
 

素(

シ
ロ
シ
／2

8
9
-
3
2
)
  

素
白
也(

1
:
3
2
6
)
 

縫(

ヌ
ヘ
ル
／2
9
2
-
4
1
)
  

縫
言
縫
殺
之
大
小
得
其
制(

1
:
3
3
2
)
 

純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
)
  

純
束
猶
包
之
也(

1
:
4
0
3
)
 

約(

ユ
ヒ
ツ
ク
／3

0
8
-
6
2
)
 

約
束
也(

1
1
:
1
5
2
)
 

繕(

ヨ
ク
ス
／3

1
3
-
2
3
)
  

繕
之
言
善
也(

4
:
1
8
6
)
 

 

【
Ⓑ
】
表
収
録
字
―
注
釈
無(

三
三
例) 

哀
―
オ
モ
ハ
カ
ル
／
哀
―
カ
ナ
シ
／
維
―
コ
レ
／
衣
―
キ
ヌ
キ
ス
／
陰
―
ク

モ
ル
／
王
―
キ
ミ
／
音
―
コ
ヱ
／
凝
―
コ
ル
／
結
―
ム
ス
ボ
ヽ
ル
／
堅
―
カ

タ
シ
／
言
―
コ
ト
ハ
／
歳
―
ト
シ
／
純
―
ア
ツ
ク
／
審
―
ア
キ
ラ
カ
ニ
／
心

―
コ
ヽ
ロ
／
衰
―
オ
ト
ロ
ヘ
ン
タ
ル
／
絶
―
タ
ツ
／
憎
―
ニ
ク
ム
／
注
―
イ

ル
／
溺
―
オ
ホ
ヽ
ル
／
都
―
ミ
ヤ
ビ
カ
ナ
リ
／
悼
―
イ
タ
ミ
／
念
―
オ
モ
ヒ

／
破
―
ワ
ル
／
崩
―
ク
ヅ
ル
／
与
―
ト
モ
ニ
／
隆
―
イ
カ
ヅ
チ
ナ
ル
／
緑
―

ミ
ド
リ
／
壹
―
ヒ
ト
タ
ヒ
／
慄
―
ヲ
ノ
ヽ
ク
／
慄
―
オ
ソ
ル
／
懼
―
オ
ヂ
テ

／
絲
―
ク
ミ 

 以
上
で
は
ま
ず
常
用
的
な
字
に
対
す
る
非
常
用
的
な
付
訓
を
確
認
す
る
尺
度

の
一
つ
と
し
て
意
味
注
釈
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
特
に
毛
詩
訓
点
本
の
和
訓
の
中
に
は
、
常
用
的
な
被
注

字
の
非
常
用
的
な
字
義
に
基
づ
い
た
特
異
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
、
意
味
注
釈

の
有
無
が
そ
れ
を
窺
う
指
標
と
し
て
あ
る
程
度
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
献
内
の
明
示
的
な
典
拠
と
し
て
意
味
注
釈
の
意
義
は
大
き
く
、

図
書
寮
本
の
和
訓
採
録
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。 

 

３
、
色
葉
字
類
抄
に
よ
る
常
用
性
の
検
討 

以
上
、
被
注
字
お
よ
び
和
訓
の
常
用
性
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
以
下
で
は
、

同
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
毛
詩
訓
点

本
か
ら
の
和
訓
と
そ
の
被
注
字
と
の
関
係
が
有
す
る
常
用
度
に
つ
い
て
検
討
す

る
。 峰

岸
明(
一
九
八
四)

で
は
平
安
時
代
の
借
字
表
記
の
分
析
に
よ
っ
て
定
訓
の

存
在
お
よ
び
実
態
を
確
認
し
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
所
収
語
に
対
す
る



 

 

 

掲
出
最
上
位
漢
字
が
常
用
の
漢
字
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会

一
般
に
広
く
通
用
さ
れ
て
い
た
「
定
訓
」
と
古
辞
書
と
の
関
連
を
実
証
し
た
論

考
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

院
政
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
は
橋
本
進
吉
の
言
う
「
書
く
た
め
の
辞
書
」

に
当
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
図
書
寮
本
と
は
そ
の
辞
書
編
纂
の
趣
旨
と
利
用
の

仕
方
が
異
な
る
。
し
か
し
「
書
き
」
と
「
読
み
」
の
不
可
分
性
を
考
え
れ
ば
、

編
纂
時
期
が
近
い
両
辞
書
の
背
後
に
は
当
時
広
ま
っ
て
い
た
共
通
の
言
語
的
な

認
識
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
と
日
本
語
の
対
応
関
係
に
対
す

る
社
会
共
通
の
認
識
が
多
か
れ
少
な
か
れ
両
辞
書
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
。
以
下
で
は
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
と
被
注
字
と
の
対
応
に
つ
い

て
『
色
葉
字
類
抄
』
の
収
録
語
と
掲
出
最
上
位
漢
字
と
対
照
し
、
そ
の
対
応
の

常
用
性
に
つ
い
て
追
及
す
る
。 

ま
ず
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
に
対
し
て
、
そ
の
被
注
字
が
三
巻
本
『
色
葉

字
類
抄
』(

前
田
本
・
黒
川
本)

か
ら
引
い
て
そ
の
掲
出
最
上
位
字
あ
る
い
は
合

点
付
の
字
と
一
致
す
る
例
を
「
常
用
性
が
高
い
」
例
に
し
、
そ
れ
以
外
は
「
常

用
性
が
低
い
」
例
と
し
て
分
類
し
た
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で
全
一
六
七
例
の
和

訓
と
被
注
字
の
対
応
を
確
認
し
た
結
果
、
約
八
割
の
例
は
和
訓
と
被
注
字
と
の

対
応
は
常
用
性
が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
本
行
と
割
注
と

分
け
て
見
る
と
、
本
行
の
ほ
う
が
よ
り
著
し
い
。
結
果
を
本
行
と
割
注
に
分
け

て
〈
表
三
〉
に
示
し
た
。 

意
味
注
釈
が
あ
る
例
に
限
っ
て
対
照
し
て
み
る
と
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ

る
調
査
で
常
用
性
が
低
い
と
判
定
し
た
例
と
注
釈
有
の
例
、
常
用
性
高
い
と
判

定
し
た
例
と
注
釈
無
と
の
一
致
率
が
高
い
。
こ
れ
は
先
に
検
討
し
た
意
味
注
釈

の
有
無
と
和
訓
と
被
注
字
の
関
係
の
非
常
用
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
推
論
を

裏
付
け
る
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
示
す
と
〈
表
四
〉
の
よ
う
で
あ
る
。 

〈
表
三
〉
常
用
性
の
分
布 

 
 

 
 

 
 

 

【
本
行
】 

【
割
注
】 

【
未
詳
】 

【
計
】 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
常
用
性
高
】 

 

二
五 

 
 

一
四 

 
 

 

〇 
 

 

三
九 

【
常
用
性
低
】 

 

九
五 

 
 

二
九 

 
 

 

四 
 

一
二
八 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
計
】 

 
 

 

一
二
〇 

 
 

四
三 

 
 

 

四 
 

一
六
七 

 

〈
表
四
〉
本
行
に
お
け
る
常
用
性
と
注
文
の
有
無 

 
 

 
 

 
 

【
注
釈
○
】 

【
注
釈×

】 

【 

計 

】 
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
常
用
性
高
】 

 
 

七 
 

 
 

一
八 

 
 

 

二
五 

 

【
常
用
性
低
】 

 

七
五 

 
 

 

二
〇 

 
 

 

九
五 

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
計
】 

 
 

 
 

八
二 

 
 

 

三
八 

 
 

一
二
〇 

 

 

し
か
し
、
常
用
性
は
高
い
が
意
味
注
釈
が
あ
る
と
判
定
し
た
七
例
、
常
用
性

は
低
い
が
意
味
注
釈
が
な
い
二
〇
例
は
、
先
述
し
た
傾
向
に
合
致
し
な
い
よ
う

に
見
え
る
例
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。 

以
上
で
は
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓

全
例
と
そ
の
被
注
字
と
の
対
応
が
持
つ
常
用
性
を
検
討
し
て
み
た
が
、
全
般
的

に
常
用
性
が
低
い
和
訓
、
言
い
換
え
れ
ば
漢
字
の
異
例
的
な
字
義
に
基
づ
く
和

訓
が
多
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
被
注
字
の
常
用
性
と
合
わ
せ
て
検
討
す
れ
ば

〈
表
五
〉
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
最
も
多
い
の
は
平
易
な
字
に
対
す
る
非
常

用
的
な
和
訓(

ⓑ)

で
、
続
い
て
非
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓(

ⓓ)

が

続
く
。
平
易
な
字
に
対
す
る
常
用
訓
が
占
め
る
割
合
は
二
割
弱
に
過
ぎ
な
い
。



 

 

 

こ
れ
は
図
書
寮
本
が
「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
広
く
和
訓
を
集
め
た
結
果

と
し
て
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
定
訓
と
し
て
読
み
が
自
明
な
箇
所
は
無
加
点
の

ま
ま
に
な
る
こ
と
が
多
い
訓
点
資
料
の
加
点
様
相
に
拠
る
こ
と
と
し
て
も
理
解

で
き
る
。
一
方
、
常
用
性
の
高
い
和
訓
が
毛
詩
よ
り
上
位
の
出
典
か
ら
す
で
に

収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
毛
詩
か
ら
は
常
用
性
が
低
い
和
訓
が
引
か
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
毛

詩
訓
点
本
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
図
書
寮
本
に
は
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う

「
不
採
録
」
の
問
題
に
も
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〈
表
五
〉
被
注
字
と
和
訓
の
常
用
性
の
対
応 

 
 

 
 

 
 

【
表
収
録
字
】 

【
未
収
録
字
】 

 

【
計
】 

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
常
用
性
高
】 

ⓐ
三
二 

 
 

 

ⓒ 

七 
 

 
 
 

三
九 

 

【
常
用
性
低
】 

ⓑ
八
一 

 
 

 

ⓓ
四
七 

 
 

 

一
二
八 

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

【
計
】 

 
 

 

一
一
三 

 
 

 
 

五
四 

 
 

 

一
六
七 

 

  

五
、
お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
一
六
七
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
質
に

つ
い
て
被
注
字
と
の
対
応
の
常
用
性
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
原
典
に
お
け
る

採
録
箇
所
の
推
定
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
文
脈
と
意
味
注
釈
と
い
う
情

報
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
、
さ
ら
に
成
立
時
期
が
近
い
『
色
葉
字
類
抄
』
の

援
用
し
て
そ
の
検
討
結
果
の
裏
付
け
を
試
み
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
を
ま
と
め

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

１
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
一
六
七
例
の
内
、
一
六
三
例
に
対
し
て
そ
の

採
録
箇
所
の
推
定
が
で
き
た
。
そ
の
分
布
は
本
行
か
ら
の
も
の
が
一
二

〇
例
、
割
注
か
ら
の
も
の
が
四
三
例
で
あ
る
。 

 

２
、
毛
詩
訓
点
本
か
ら
の
和
訓
の
被
注
字(

重
複
除
い
て)

は
、
相
対
的
に
常

用
的
な
字
が
一
〇
六
字(

六
六
・
七
％)

、
非
常
用
的
な
字
が
五
三
字

(

三
三
・
三
％)

で
、
平
易
な
字
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

３
、
被
注
字
と
和
訓
の
結
び
付
き
は
、
非
常
用
的
な
も
の
が
一
二
八
例(

七

六
・
六
％)

、
常
用
的
な
も
の
が
三
九
例(

二
三
・
四
％)

で
、
非
常
用

的
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
「
読
む
た
め
の
辞
書
」
と
し
て
多
様
な
和

訓
の
収
集
に
努
め
た
結
果
で
、
読
み
が
自
明
な
場
合
の
付
訓
の
省
略
が

多
い
と
い
う
訓
点
本
の
加
点
事
情
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

４
、
被
注
字
と
和
訓
の
常
用
性
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

 

ⓐ
常
用
的
な
漢
字
の
常
用
的
な
和
訓･

･
･
･
･
･
･

三
二
例(

一
九
・
二
％) 

 
 

 

ⓑ
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓･

･
･
･
･

八
一
例(

四
八
・
五
％) 

 
 

 

ⓒ
非
常
用
的
な
漢
字
の
常
用
的
な
和
訓･

･
･
･
･
･
･

七
例(

 

四
・
二
％) 

 
 

 

ⓓ
非
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓･

･
･

四
七
例(

二
八
・
一
％) 

 

５
、
非
常
用
的
な
漢
字
の
和
訓
、
常
用
的
な
漢
字
の
非
常
用
的
な
和
訓
の
場

合
は
、
訓
点
本
に
お
い
て
意
味
注
釈
を
有
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は

多
様
な
和
訓
の
収
集
に
あ
た
っ
て
そ
の
付
訓
典
拠
を
意
識
し
た
こ
と
と

し
て
推
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
典
拠
重
視
の
態
度
は
平
安
時
代
の
本
文



 

 

 

主
義
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。 

 
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
訓
点
本
か
ら
の
不
採
録
の
問
題
に
つ
い
て
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
非
常
用
的
な
和
訓
が
多
い
訓
点
本
か
ら
の
片
仮
名

和
訓
に
対
し
て
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
な
ど
か
ら
の
万
葉
仮
名
和
訓
は
い
か
な
る

性
質
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
書
寮
本
の
辞

書
記
述
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
片
仮
名
和
訓
の
役
割
と
位
置
づ
け
を
確
認
す

る
た
め
、
同
じ
く
意
味
記
述
に
関
わ
る
「
漢
文
義
注
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

  

注 

 

(

一)

中
村(

一
九
八
七)

は
、
改
編
本
系
の
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
訓
に
関
し
て

「
漢
字
に
対
す
る
和
訓
の
正
当
性
」
「
和
訓
の
定
位
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
当
た

っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
複
雑
多
様
性
と
玉
石
混
淆
の
性
格
を
有
す
る
和

訓
の
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。 

漢
字
に
対
し
て
単
に
和
訓
を
付
記
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
時
代
を
亙
り
、
多
義
・

多
用
法
を
兼
ね
る
漢
語
の
、
ど
の
書
物
の
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
意
味
で

あ
る
の
か
判
断
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
果
し
て
そ
の
漢
字
に
対
す
る

本
来
の
訳
語(

訓)

で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
訓
の
錯
入
か
と
い
う
根
本
的
疑
問

さ
え
抱
か
せ
る
。
和
訓
か
ら
考
え
て
も
、
定
着
し
た
訓
以
外
に
つ
い
て
は
、
そ
の

訓
の
意
味
を
果
し
て
そ
の
漢
字
の
意
味
範
疇
で
考
え
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
惑
が

常
に
付
随
す
る
。(

中
略)

故
に
、
こ
の
「
和
訓
の
宝
庫
」
と
し
て
の
『
名
義
抄
』

を
活
用
し
、
古
訓
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も
こ
れ
等
の
訓
の
原
拠
・
由
来
を
明

ら
か
に
し
て
、
漢
語
と
の
対
応
の
歪
み
や
誤
記
を
訂
し
て
お
く
こ
と
が
書
誌
的
・

形
態
的
な
研
究
以
上
に
急
務
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

後
略)

 

(

二)

出
典
注
記
が
な
い
和
訓
の
出
典
表
示
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
異
論
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
前
方
和
訓
の
出
典
表
示
が
及
ぶ
こ
と
が
有
力
だ
と
す
る
築

島(

一
九
五
九)

と
山
本(

二
〇
〇
六)

の
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
訓
点
本
と
の
比
較
に

よ
っ
て
導
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
適
用
が
難
し
い
例
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
も
う
一
つ
は
、
大
槻(

二
〇
〇
一)

に
お
け
る
後
方
和
訓
の
出
典
注
記
が
そ
の

前
の
出
典
無
注
記
和
訓
に
ま
で
及
ぶ
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
典
表
示
シ
ス

テ
ム
の
整
合
性
と
い
う
理
論
的
な
立
場
か
ら
説
得
力
を
持
つ
が
、
訓
点
本
と
の
比
較

に
よ
る
実
証
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

(

三)

本
稿
で
「
詩
」
表
示
和
訓
の
各
用
例
は
、
「
掲
出
項(

覆
製
本
の
頁(

三
桁)

―
行
段

(

二
桁)

／
被
注
字(

必
要
な
項
に
限
る)

／
和
訓)

」
の
形
式
で
示
す
。
た
と
え
ば
「
訓

詁(
0
7
6
-
6
2

／
訓
／
ヲ
シ
フ)

」
は
覆
製
本
の
七
六
頁
の
六
行
二
段
に
あ
る
「
訓
詁
」

の
掲
出
項
に
「
訓
」
の
和
訓
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ヲ
シ
フ
」
を
表
す
。 

(

四)

呉
美
寧(

二
〇
〇
〇)

は
図
書
寮
本
所
収
の
論
語
訓
を
対
し
て
鎌
倉
・
室
町
期
転
写
の

訓
点
本
と
比
較
検
討
を
行
い
、
図
書
寮
本
和
訓
が
代
表
す
る
平
安
時
代
の
論
語
訓
と

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
博
士
家
に
お
け
る
漢

籍
訓
法
伝
授
の
保
守
性
を
窺
わ
せ
る
例
と
し
て
解
さ
れ
、
毛
詩
の
訓
の
場
合
も
こ
れ

に
准
じ
て
理
解
し
て
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

(

五)

呉(

二
〇
〇
〇)

は
論
語
訓
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。 

１
見
出
し
字
が
論
語
に
あ
ら
わ
れ
、
和
訓
も
一
致
す
る
も
の 

 

①
本
文
か
ら
の
も
の 

 

②
注
文
か
ら
の
も
の 

２
見
出
し
字
は
論
語
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
和
訓
は
一
致
し
な
い
も
の 

３
見
出
し
字
が
論
語
に
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の 

本
稿
で
扱
っ
て
い
る
毛
詩
訓
を
収
録
す
る
項
目
は
、
二
字
以
上
の
漢
字
か
ら
な
る
も

の
が
あ
り
、
掲
出
字
と
被
注
字
の
区
別
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は
上
記
の
分
類
で
見
出
し
字
の
代
わ
り
に
「
被
注
字
」
を
基
準
に
し
て
調
査
を
行
っ

た
。 

(

六)

こ
れ
は
築
島(

一
九
五
九)

の
一
一
七
例
、
山
本(

二
〇
〇
六)

の
一
二
八
例
を
上
回
る

数
で
あ
る
が
、
一
致
判
断
の
基
準
の
違
い
に
よ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

(
七)

「
国
風
・
周
南
」
を
取
り
上
げ
て
本
行
と
割
注
の
文
字
数
を
数
え
て
み
る
と
、
本
行

は
約
一
三
〇
〇
字
、
割
注
は
約
二
四
〇
〇
字
で
、
割
注
が
本
行
の
約
二
倍
で
あ
る
。 

(

八)

以
下
、
静
嘉
堂
文
庫
本
『
毛
詩
鄭
箋
』
の
翻
字
の
末
尾
に
は
「
巻
：
行
」
を
位
置
を

示
す
。
他
に
異
文
・
注
釈
・
辞
書
な
ど
を
関
連
情
報
と
し
て
示
す
時
に
は
冒
頭
に
そ

れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
略
称
を
付
け
る
。 



 

 

 

《
伝
》
：
毛
伝
、
《
箋
》
：
鄭
箋
、
《
観
》
：
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
、

《
色
》
：
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
、
《
釈
》
：
『
経
典
釈
文
』
、 

《
大
》
：
大
仏
寺
蔵
『
毛
詩
二
南
残
巻
』 

(

九)

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
語
誌
に
よ
る
と
、
「
ク
ム
ガ
」
は
現
代
語
に
お
い
て
「
ク

ガ
」
に
繋
が
る
語
形
と
考
え
ら
れ
、
図
書
寮
本
名
義
抄
の
ほ
か
に
石
山
寺
本
『
大
般

涅
槃
経
』
の
平
安
中
期
点
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
も
同
語
形
が
確
認
さ
れ
る
。

他
の
語
形
と
し
て
「
ク
ヌ
ガ
」
が
北
野
本
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
語
源

を
「
ク
ニ
ガ
」
と
す
る
と
、
第
二
音
節
に
お
け
る
母
音
の
脱
落
な
ど
の
音
韻
変
化
を

経
る
過
程
で
発
生
し
た
語
形
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一
〇)

峰
岸(

一
九
八
〇)

は
高
山
寺
蔵
の
史
記
点
本
二
点
の
加
点
例
を
分
析
し
、
こ
れ
ら

の
訓
点
本
に
お
け
る
加
点
は
「
難
読
・
誤
読
を
回
避
す
べ
く
、
そ
の
訓
法
を
的
確

に
明
示
し
よ
う
と
す
る
」
た
め
に
施
さ
れ
た
も
の
で
、
定
訓
で
十
分
読
め
る
箇
所

に
は
無
加
点
の
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

(

一
一)

池
田
証
壽(

一
九
九
三)

は
篆
隷
万
象
名
義
の
図
書
寮
本
名
義
抄
採
録
字
と
非
採
録

字
と
の
常
用
性
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字(

広
義
の
常
用
字)
に
あ
る
か
ど
う
か
を
目
安
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
字
の
常
用
性
が
証
明
さ
れ
る
と
言
い
切
れ

な
い
に
し
て
も
、
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

(

一
二)

芮
真
慧(

二
〇
一
一)

は
「
常
用
漢
字
表
」(

一
九
八
一
年)
の
う
ち
名
詞
の
常
用
訓

を
持
つ
三
八
八
例
に
対
し
て
平
安
時
代
の
常
用
字
・
常
用
訓
と
の
一
致
を
検
討
し

て
い
る
。
『
訓
点
語
彙
集
成
』
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
、
『
色
葉
字
類
抄
』

か
ら
導
出
さ
れ
た
平
安
時
代
の
常
用
字
と
常
用
訓
と
を
比
較
し
て
、
約
八
割
の
高

い
一
致
率
を
確
認
し
て
い
る
。 

(

一
三)

同
じ
被
注
字
の
別
訓
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
数
え
ら
れ
た
以
下
の
重
複
例
は
削
っ
て
全

一
五
九
字
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。 

１
詳(

ア
キ
ラ
カ
／0
8
9
-
7
3
)

―
詳(

イ
ツ
ハ
リ
／2

4
7
-
7
1
)
 

２
詒(

オ
ク
ラ
ヌ
カ
／0

9
7
-
4
1
)

―
詒(

オ
ク
レ
リ
／0

9
7
-
4
1
)
 

３
阜(

オ
ホ
イ
ナ
リ
／1

8
6
-
1
1
)

―
峊(

ヲ
カ
／2

0
8
-
3
2
)
 

４
懐(

ヤ
ス
シ
／2

4
4
-
6
2
)

―
懐(

オ
モ
フ
／2

7
3
-
1
1
)
 

５
慄(

オ
ソ
ル
／2

4
5
-
2
3
)

―
慄(

ヲ
ノ
ヽ
ク
／2

5
8
-
7
3
)
 

６
經(

ツ
ネ
ニ
シ
テ
／2

8
7
-
4
2
)

―
經(

ハ
カ
ル
／2

8
7
-
4
2
)
 

７
純(

ツ
ヽ
ム
／2

9
4
-
1
2
)

―
純(

ア
ツ
ク
／2

9
3
-
3
4
)
 

８
哀(

オ
モ
ハ
カ
ル
／3

4
0
-
1
3
)

―
哀(

カ
ナ
シ
／3

4
0
-
1
3
)
 

(

一
四)

こ
の
調
査
に
お
け
る
収
録
判
定
は
、
旧
字
体
と
新
字
体(

経(

常
用
漢
字)

―
經(

図

書
寮
本)

)

や
冫
と
氵(

決(

常
用
漢
字)

―
决(

図
書
寮
本)

)

な
ど
の
よ
う
な
異
体
字

関
係
の
字
を
広
く
含
め
て
行
っ
た
。 

(

一
五)

次
の
九
例
の
和
訓
に
は
出
典
注
記
の
後
ろ
に
原
典
の
注
釈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

況(

コ
ヽ[

茲
也]

／0
4
4
-
2
3
)

、
話
言(

話
／
ヨ
シ[

善
言
也]

／0
7
8
-
1
3
)

、
説(

ツ

ク[

音
悦
服
也]

／0
7
9
-
1
4
)

、
南
謨(

謨
／
ハ
カ
ル[

謀
也]

／0
9
1
-
5
1
)

、
譖
譖

(

譖
／
イ
ツ
ハ
リ[

不
信
也]

／0
9
6
-
4
3
)

、
童(

カ
フ
ロ[

羊
之
無
角
者
也]

／1
2
2
-

4
3
)

、
正(

ヤ
ム[

止
也]

／1
3
1
-
7
3
)

、
墍(

イ
コ
フ[

息
也]

／2
1
6
-
6
2
)

、
士(

コ

ト[

事
也]

／2
3
4
-
6
1
)
 

(

一
六)

山
本(

二
〇
〇
六)

は
意
味
注
釈
の
存
在
と
和
訓
の
特
異
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
。 

史
記
で
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
比
較
的
特
異
な
和
訓
に
つ

い
て
は
、
字
義
を
示
す
集
解
注
が
存
す
る
場
合
が
、
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
比

べ
て
か
な
り
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。(

中
略)

但
し
、
毛
詩
の
場
合
は
、
図
書
寮

本
名
義
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
る
和
訓
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
如
く
「
正

ヤ
ム
詩 

事
ヽ

」
「
説
ツ
ク
詩 

服
ヽ 

ヤ
ト
ル
舎
ヽ

」
等
の
よ
う
に
、
毛
伝
・
鄭
箋
の
注
記

を
附
記
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
字
義
を
示
す
毛
伝
・
鄭
箋
が
存

す
る
よ
う
な
比
較
的
特
異
な
和
訓
を
も
、
か
な
り
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

参
考
文
献 

 

池
田
証
壽(

一
九
九
三)

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
篆
隷
万
象
名
義
と
の
関

係
に
つ
い
て
」
『
人
文
科
学
論
集
』
二
七
、
信
州
大
学
人
文
学
部 

大
槻
信(

二
〇
〇
一)

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
片
仮
名
和
訓
の
出
典
標
示
法
」

『
国
語
国
文
』
七
〇(

三)

、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

呉
美
寧(

二
〇
〇
〇)

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
論
語
の
和
訓
に
つ

い
て
」
『
国
語
国
文
研
究
』
一
一
六
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

小
助
川
貞
次(

一
九
九
八)

「
上
野
本
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
典

拠
の
問
題
に
つ
い
て
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
記
念
特
輯
、
訓
点
語
学

会 



 

 

 

芮
真
慧(

二
〇
一
一)

「
平
安
時
代
に
お
け
る
常
用
字
と
常
用
訓
―
―
「
常
用

漢
字
表
」
所
載
の
名
詞
を
中
心
に
―
―
」
『
国
語
国
文
研
究
』
一
三
九
、

北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

築
島
裕(
一
九
五
九)

「
訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」
『
国
語
学
』

三
七
、
国
語
学
会 

築
島
裕(

一
九
九
四)
「
靜
嘉
堂
文
庫
蔵
本
毛
詩
鄭
箋
古
點
解
説
」
『
毛
詩
鄭

箋(

三)

』(

古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
３)

、
汲
古
書
院 

中
村
宗
彦(

一
九
八
七)

「
類
聚
名
義
抄
和
訓
の
定
位
」
『
国
語
国
文
』
五
六

(

九)

、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

峰
岸
明(

一
九
八
〇)

「
高
山
寺
藏
史
記
點
本
の
加
點
態
度
に
つ
い
て
」
『
高

山
寺
古
訓
點
資
料
第
一
』
、
東
京
大
學
出
版
會 

峰
岸
明(

一
九
八
四)

「
平
安
時
代
に
お
け
る
漢
字
の
定
訓
に
つ
い
て
」
『
国

語
と
国
文
学
』
六
一(

一
〇)

、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会(

『
平
安
時
代

古
記
錄
の
國
語
學
的
硏
究
』(

東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
六)

に
再
収)

 

橋
本
進
吉(

一
九
一
六)

「
古
本
節
用
集
の
研
究
」
『
東
京
帝
國
大
學
文
科
大

學
紀
要
』
二(

勉
誠
社
の
復
刻
版(

一
九
六
八
年)

を
利
用)

 

山
本
秀
人(

二
〇
〇
六)

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
毛
詩
の
和
訓
の

引
用
に
つ
い
て
―
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
箋
清
原
宣
賢
点
と
の
比
較
か
ら

―
」
『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
、
汲
古
書
院 

 

  

使
用
テ
キ
ス
ト 

 

○
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
：
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』(

宮
内
庁
書
陵
部

解
説
、
勉
誠
社
、
一
九
六
九
年)

 

○
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
：
『
類
聚
名
義
抄
』
正
宗
敦
夫
校
訂
、
風
間
書
房
、

一
九
八
六
年)

 

○
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
：
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』(

中
田

祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
、
風
間
書
房
、
一
九
六
四
年)

 

○
静
嘉
堂
文
庫
本
毛
詩
鄭
箋
：
『
毛
詩
鄭
箋(

一
～
三)

』(

米
山
寅
太
郎
解

題
、
古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
一
～
三)

、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四

年)
 

○
大
仏
寺
本
毛
詩
残
巻
：
『
毛
詩
二
南
殘
巻
』(

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
編
、

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
景
印
舊
鈔
本
第
十
集
、
一
九
四
二
年)

 

○
経
典
釈
文
：
『
經
典
釋
文
彙
校
』(

[

唐]

陸
德
明
撰
、
黄
焯
彙
校
、
中
華

書
局
、
二
〇
〇
六
年)

 

○
改
定
常
用
漢
字
表
：
「
常
用
漢
字
表
」(

平
成
二
二
年
内
閣
告
示
第
二
号

附
表
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日)

 

○
表
外
漢
字
字
体
表
：
「
表
外
漢
字
字
体
表
」(

国
語
審
議
会
答
申
、
二
〇

〇
〇
年
一
二
月
八
日)

 

○
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
：
『
７
ビ
ッ
ト
及
び
８
ビ
ッ
ト
の
２
バ
イ
ト
情
報
交

換
用
符
号
化
拡
張
漢
字
集
合
』(

日
本
工
業
標
準
調
査
会
、
二
〇
〇
〇

年)
 

 

【
付
記
】
本
稿
は
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
一
日
の
第
一
〇
七
回
訓
点
語
学
会

研
究
発
表
会(

於
東
京
大
学
山
上
会
館)

に
お
い
て
発
表
し
た
原
稿
を
基
に
、

そ
の
後
の
調
査
・
考
察
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
お
よ
び

閉
会
後
に
御
教
示
賜
っ
た
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。 


